
 

 

 

 

 

 

 

 データベースからｄｅｆｏｃｕｓ曲線を計算する 

  ＤｅｆｏｃｕｓＣａｌｃ用テーブルの作り方 
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概要 

 反射極点図ではｄｅｆｏｃｕｓ補正が重要である。 

   この補正に用いるｄｅｆｏｃｕｓ曲線は測定試料と同一材料で無配向試料の極点図測定から得られる。 

   しかしながら、無配向試料を得ることが難しい場合、測定試料の粉末から極点図測定を行い得られる。 

   この現象は、極点図測定で試料が傾くにつれて、プロファイルが広がり、有限なスリットから外れる 

   為、極点図の外側で強度が低下する。 

   ２θ角度が低いほど低下する比率が大きくなり、受光スリット幅も影響している。 

    

 

 参考文献は、 

 

 

 

 

極点測定の光学系は従来と異なり、多様な光学系で測定が行われている。 

同一試料を測定しても、測定される極点図は若干異なり、多様な光学系に合った補正が必要になる。 

ＤｅｆｃｏｕｓＣａｌｃソフトウエアは、光学系別に特有なデータベースを作成し、 

データベースから必要とするｄｅｆｏｃｕｓ極点図、あるいはｄｅｆｏｃｕｓ多項式近似曲線を提供する 

 

実験結果から 

 ｄｅｆｃｏｕｓ曲線は、測定２θ角度と受光スリットに依存する。 

 

 



ＤｅｆｃｏｕｓＣａｌｃの動作説明 

 

上記図は測定２θ角度を表す。 

枠内をクリックすると 

  

 ２θ＝５２．４５度のＲＳスリット幅１，２，３，４，５，６，７ｍｍのｄｅｆｏｃｕｓ曲線を表す。 

 このデータは 

 

 

 

   このファイルを表で表している。 

 

 

 

 

 



５２．４５．ＴＸＴファイル 

 

 

スリット幅別に５次の多項式で曲線を保存している。 

 

データベース用測定 

 同一２θ角度に対し、７個のパラメータ別に極点図を測定する。 

 パラメータは、スリットの幅である。 

 測定はｓｔａｒｔ角度からｓｔｏｐ角度まで、５度間隔で測定 

 （測定間隔は等間隔なら５度以外でもＯＫ、例えば、Ｉｍａｇｅデータは１度が適当） 

 

データ処理 

 バックグランドの除去 

 強度の規格化 

 上記ファイル名は｛２００｝極点図を１ｍｍから７ｍｍで測定し、 

 データ処理として、 

Ｂ０：low,high のバックグランド強度を使いバックグランド除去 

  Ｓ： 強度の規格化 

  が行われ 

 ファイルフォーマットは 

  ＿２．ＴＸＴ： α、β、Ｉのテキストデータ 

  

多項式近似 

 次数は拘らないが、実験結果から次数５が適当 

  

 

  

 

 

 

 

 



測定例 

Ａｌ粉末をＣｏ管球で｛１１１｝極点図を１ｍｍから７ｍｍで測定 

ODFPOleFigure で表示処理 

 

 

 

プロファイル 

青赤：ピークプロファイルの最大強度、最小強度をαでプロット 



緑黄：バクグランドのｌｏｗ、ｈｉｇｈ強度 

バックグランド補正と強度の規格化 

Max=2.54   1.83           1.47          1.33          1.24           1.21         1.2 

 

入力データ 

  

バックグランド処理、規格化された TXT2 ファイル 

  

ＤｅｆｏｃｕｓｍａｋｅＴＥＢＬＥソフトウエアで多項式近似を計算 

 

計算したデータのファイル名を測定２θ角度 ４５．００とする。 

 Ｃａｌｃ 

 

 

 



 

 

ファイルが作成される。 

45.00-7F.TXT がＤｅｆｏｃｕｓＣａｌｃ用データベースとなる。 

Real45.00-7F．TXT をＥｘｃｅｌで表示 
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